
国
労
本
部
は
、
第
10
回
全
国
組
織
強

化
・
拡
大
経
験
交
流
集
会
を
６
月
５
日

～
６
日
、
箱
根
湯
本
「
ホ
テ
ル
開
雲
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
１
２
３
名
が
参
加
し
２
日

間
、
分
散
会
な
ど
で
活
動
報
告
や
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

全
国
統
一
し
て
開
く

14
時
に
開
会
、
国
労
本
部
・井
村
総
財
部

長
の
司
会
あ
い
さ
つ
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

井
村
総
財
部
長
は
「交
流
集
会
は
10
回
を

迎
え
た
。
エ
リ
ア
、
地
本
な
ど
で
議
論
し
て

き
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
踏
ま
え
、
全
国

統
一
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
全
国

大
会
で
全
体
が
統
一
し
た
交
流
集
会
が
開

催
で
き
な
い
か
と
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
。

全
国
の
拡
大
行
動
の
取
り
組
み
な
ど
意
見

交
換
を
図
っ
て
い
く
。
全
体
の
意
思
統
一
を

図
る
」と
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
毎
日
新
聞
記
者
の
東
海
林
智
さ

ん
か
ら
「い
ま
、
労
働
組
合
を
語
る
」・特
別

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

活
動
報
告
と

交
流
を
深
め
る

分
散
会
は
９
ヶ
所
に
分
か
れ
て
各
分

散
会
で
は
10
数
名
が
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

分
散
会
で

報
告
・
意
見

第
７
分
散
会
に
参
加
を
し
ま
し
た
。

二
日
間
に
わ
た
っ
て
の
活
動
報
告
や
意

見
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

ぜ
ひ
参
考
に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

○
職
場
で
国
労
の
活
動
が
見
え
な
い
と

駄
目
だ
。
国
労
は
普
通
に
運
動
し
て
い

て
も
貨
物
労
組
と
の
違
い
が
出
た
。
仕

事
に
お
け
る
信
頼
関
係
な
ど
相
手
に
感

じ
ら
れ
る
活
動
を
し
て
い
く
。

●
他
労
組
へ
も
機
関
紙
、
チ
ラ
シ
を
配

布
す
る
。

○
若
者
と
近
い
位
置
に
い
て
取
り
組
む
。

職
場
で
の
不
満
を
聞
く
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
る
。
小
さ
な
不
満
を
吸
い
上
げ

る
。
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国
鉄
新
潟

２０１６年春闘は、各地方や中央行動など取り組みを

展開し闘ってきた。暮らしが楽にならない、賃上げが厳

しい状況になっている。

世界的にどうか・安倍政権は、リーマンショック以来

の厳しい状況になっていると言っている。アベノミクス

～消費税増税が延期になった。その財源をどこから持っ

てくるのか。

春闘回答～貨物・四国・北海道がベア０になっている。

将来の生活を改善していく。闘う根拠を明確にすること・

地域共闘を強化していく。

政治情勢～安倍内閣に対し、戦争法の廃止の闘いは総

がかり行動が展開している。憲法を守る闘いを広める。

社会を変えることになっていく。女性の組織化を進める。

同一労働同一賃金になっていない。

原発の廃止、福島、熊本の状況について早期の復旧・

復興をめざす。

ＪＲ貨物～青函トンネルの利用状況・荷主への負担が

大きい。職場では事故が多発していいる。分会活動の再

構築をする。問題の指摘をして職場環境を改善していく

こと。

新採者へ国労加入を訴えていくこと。ひとりではない、

みんながそこにいる。全国大会で拡大の報告が聞けるよ

うに、そして参議院選挙の勝利をめざす。

みんなが分かち合う交流集会にしていこう。



○
他
労
組
の
青
年
に
、
賃
金
や
仕
事
の
内

容
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
く
。
職
場
の
実

態
に
つ
い
て
、
要
員
の
問
題
や
年
休
取
得

な
ど
訴
え
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
つ
な
が

り
が
も
て
る
。
他
労
組
青
年
は
、
国
労
加

入
が
で
き
な
い
が
国
労
を
慕
っ
て
い
る
。

●
契
約
社
員
の
雇
止
め
か
ら
国
労
加
入
に

つ
な
が
っ
た
。
新
採
者
の
か
か
わ
り
で
職

場
で
は
署
名
な
ど
８
割
く
ら
い
協
力
し
て

く
れ
る
。

○
関
連
会
社
か
ら
５
月
に
２
名
、
国
労
加

入
し
た
。
契
約
社
員
に
雇
止
め
の
前
に
話

を
し
国
労
加
入
を
訴
え
た
。

国
労
加
入
し
た
青
年
の
声

職
場
の
問
題
を
取
り
上
げ
る

国
労
の
ス
タ
イ
ル
だ
と
感
じ
た

○
職
場
で
は
勉
強
会
の
開
催
や
職
場
の
問

題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
、
職
場
の
問
題
を
取
り
上
げ
る

の
が
国
労
の
ス
タ
イ
ル
だ
と
感
じ
た
。

●
職
場
の
問
題
を
団
交
の
要
求
と
し
て
取

り
上
げ
て
い
た
の
が
国
労
だ
っ
た
。
東
労

組
の
役
員
を
し
て
い
た
と
き
、
要
員
が
足

り
な
い
こ
と
を
地
本
の
役
員
に
話
し
た
ら

そ
れ
が
所
定
だ
と
一
方
的
に
答
弁
さ
れ
た
。

国
労
の
人
達
は
、
相
談
、
飲
み
会
、
職
場

で
の
指
導
な
ど
、
そ
の
姿
を
見
て
国
労
加

入
を
決
意
し
た
。

○
自
分
が
望
ん
で
い
る
こ
と
は
、
職
場
で

仕
事
も
含
め
て
楽
し
く
や
る
こ
と
。
国
労

の
そ
れ
に
魅
力
を
感
じ
た
。
楽
し
く
や
る

と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
。
職
場
の
問

題
を
機
関
紙
に
編
集
し
宣
伝
す
る
。

ど
う
進
め
て
い
く
の
か

○
国
労
が
見
え
る
運
動
・
職
場
の
問
題
を

掲
示
板
で
知
ら
せ
る
。
ダ
イ
改
時
な
ど
問

題
点
に
つ
い
て
他
労
組
か
ら
話
を
聞
く
こ

と
。
現
状
は
ど
う
か
、
以
前
の
職
場
の
労

働
条
件
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
。
そ
の
問
題

に
つ
い
て
機
関
紙
で
宣
伝
す
る
。

●
職
場
の
要
求
を
集
約
し
現
場
で
解
決
で

き
る
こ
と
は
現
場
長
へ
申
し
入
れ
る
。
国

労
と
の
違
い
か
ら
国
労
加
入
に
つ
な
が
る
。

○
他
労
組
は
職
場
の
労
働
条
件
を
把
握
し

て
い
な
い
。
国
労
の
機
関
紙
を
掲
示
板
に

掲
示
し
て
内
容
を
伝
え
て
い
く
。

●
機
関
紙
を
発
行
し
地
本
内
で
水
平
展
開

で
各
職
場
へ
伝
え
て
い
く
。
機
関
紙
の
活

用
で
職
場
の
身
近
な
内
容
を
宣
伝
し
知
ら

せ
て
い
る
。

○
毎
月
、
職
場
の
要
員
調
査
を
し
て
い
る
。

所
定
要
員
、
公
休
、
特
休
、
年
休
の
状
況

か
ら
会
社
側
へ
要
求
し
て
い
る
。
要
員
調

査
は
重
要
、
会
社
側
と
対
等
に
向
き
合
え

る
。
掲
示
板
に
よ
っ
て
他
労
組
へ
知
ら
せ

て
い
る
。

い
っ
ぱ
い
パ
ワ
ー
感
じ
た

●
国
労
加
入
を
訴
え
る
と
き
～
あ
な
た
の

カ
ベ
は
何
で
す
か
？
そ
れ
を
解
決
す
れ
ば

国
労
加
入
で
き
ま
す
か
？
試
し
期
間
を
つ

く
っ
て
国
労
加
入
を
呼
び
か
け
る
。

二
日
間
の
分
散
会
で
、
実
践
か
ら
の
貴

重
な
報
告
、
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
集
会
は
青
年
の
参
加
が
多

く
、
い
っ
ぱ
い
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

新
潟
も
新
し
い
風
を
吹
か
し
た
い
と
感
じ

ま
し
た
。

６
月
、
新
潟
も
入
梅
し
ま
し
た
。
今
年

は
雨
が
少
な
く
、
降
雪
量
も
少
な
く
水
不

足
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
潟
は
信
濃
川
や
阿
賀
野
川
の
二
本
の

川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
水
不
足
の
心
配
は

無
い
と
思
い
ま
す
。

来
月
か
ら
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

７
月
は
国
労
本
部
、
８
月
は
エ
リ
ア
本
部

そ
し
て
９
月
は
地
本
大
会
で
す
。
地
本
は

今
年
も
役
選
の
大
会
に
な
り
ま
す
。
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○国労加入者からの国労のイメージを聞きま

した。

●年配者が多い

○掲示板に機関紙、宣伝物が掲示されている

●国労の存在を知らなかった

○加入後、若い人もいると思った

●国労は仕事を教えてくれると感じた

○仕事ができる・いろいろ教えてくれる

●主任になるまで国労に入るなと言われた。

一括和解から国労加入を考えた・人間らしい

人が集まっている

○国労のイメージがどんどん良くなっている

●国労に入ったら試験に合格した

○付き合っていくうちに面倒を見てくれて良

い人だと感じた・優しい、わき合い合いだ・

楽しく仕事をしている・楽しいイメージになっ

ている

●会社は国労は仕事を教えないと言っていた

○先輩から職場ではあいさつしろと言われた

人間としてりっぱだと感じた


